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新
出

往
生
礼
讃
問
答
第
八
と
弥
陀
本
願
義
に

つ
い
て

富

永

和

典

一
、

序

ハ
ユ

し

「弥
陀
本
願
義
」
の
追
録
さ
れ
た
識
語
に
は
、
長
樂
寺
に
実
在
し
た

と
さ
れ
る
隆
寛

の
著
者

「礼
讃
問
答
」
「玄
義
分
問
答
」
各
十
帖
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
り
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

「往
生
礼
讃
問
答
」
第
八
は

十
帖
の
内
第
八
の
み
の
端
本
で
あ
る
。
こ
の
端
本
は
愛
知
県
岡
崎
市
浄

土
真
宗
高
田
派
満
性
寺

(安
藤
光
淵
住
職
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
で

あ
る
。

こ
の
満
性
寺
に
伝
存
す
る
写
本

「往
生
礼
讃
問
答
」
第
八
の
影

　
　
　

印
翻
刻

・
内
容
検
討
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
拙
稿

に
お
い
て

は

「往

生
礼
讃
問
答
」
第
八
を
隆
寛
作
と
断
定
付
け
た
上
で
、
そ
の
中

に
隆
寛

の
華
座
観
に
対
す
る
特
徴
あ
る
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
事
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
共
に
、
同
じ
法
然
門
下
の
上
足
で
あ
る

証
空

の
華
座
観
の
解
釈
と
類
似
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
そ
の

一
端

を
も
指
摘
し
て
お
く
。

二
、
華
座
観
の
理
解

「礼
讃
問
答
」
第
八
は
全
二
十
七
篇
に
よ
る
問
答
論
述
形
態
を
と
り
、

　ヨ
　

最
初
の
結
び
に

「大
経
」
と

・「観
経
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
両
経

一

意
」
と
規
定
づ
け
し
た
上
で
華
・座
観

に
つ
い
て

「礼
讃
問
答
」
(十
五
丁

表
西
山
禅
林
学
報
二
六
号
所
収
)
に

会
云
本
願
ト
ハ者
第
十

八
称

名
往
生
願
ナ
リ
此
本
願
名
号
以
.佛
智

り為

躰
此
智

即

報
佛
報
土
.
実
躰
ナ
リ
然

二報
土

ヲ
ハ亦
名
蓮
花
蔵
世
界
↓
今
弥
陀
所
坐
.
蓮
花
台

ハ
即

是
願
智
所
成
蓮
台
也
是

以
名

為
本
願
所
成

一當

知
本

願
名
号

.報
土

、
蓮
台
共

二

是
以
.佛
智
↓
為
躰

一故
極
楽

ヲ
ハ名
本
願

所
成

.土
↓
花
台
ヲ
モ名
本
願
所
成

,座
外
凡

彼

国
.
依
正

二
報

ハ無
非
本

願
所
成

二其
中

二
殊
名
為
,ト
ハ本
願
華

王
座

↓
標
顕

.
ル

願
智
.
躰
り也

と
述
べ
、
佛
智
が
本
願
名
号

の
体

で
あ
り
報
佛
報
土
の
実
体
で
も
あ
る

事
か
ら
蓮
花
蔵
世
界
と
名
づ
け
、
そ
の
弥
陀

の
坐
す
る
蓮
花
台
は
願
智

所
成

で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
説
か
れ
る
依
正
二
報
を
本
願
花
王
座
と
定

　　
　

め
る
の
は
願
智

の
体
を
標
顕
せ
ん
が
為
で
あ
る
。
さ
ら
に
隆
寛
は
下
上

品
と
下
下
品

の
数
量
的
念
仏
行
に
よ
る
滅
罪

の
相
違
に
つ
い
て
、
そ
の

結
論
を

「弥
陀
本
願
花
王
座
」
(滅
罪
劫
数
義
、
平
井
遺
文

一
六
四
頁
下
)
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一
二
〇

の
文

に
求

め

、

霧
以
経
ニ
ハ
云
二
如
此
妙
華

ハ本
ト
法
蔵
比
丘
願
カ
所
成
也
。
若
欲
念
彼
佛
者

一當

⊃

先
作
此
華
座
想

一繹

ニ
ハ
云
二弥
陀
本

願
華
王
座

↓
又
云
二華
座

一
観
其
別
依
唯
属

弥
陀
佛
也

↓
料
識

.阿
弥

陀
ハ
即
本

願
.
名
也
華
座

ハ
即
本
願

.
髄
也
以
二
法
蔵

因

圃

感

二極
楽
果

づ此

因
果

即
本
願
宗
也

滅
二多
劫
.
罪

一得
三
生
二
彼
国

一即
本
願
用
也　　

と
解
釈

さ
れ
、
華
座
観

の
滅
罪
を
も
っ
て
念
仏
行
に
よ
る
観
想
か
ら
本

願
所
成

に
よ
る
念
佛
功
徳
の
主
張
に
意
識
的
転
換
が
測
ら
れ
て
い
る
よ

　
ら
　

う
で
、
彼
は
夢
告
に
よ
っ
て
回
心
し
た
旨
が
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
隆
寛

は

「弥
陀
独
座
顕
真
形
」
(十
六
丁
表
西
山
禅
林
学
報
二
六
号
所
収
)
に
つ

い
て
、

会
云
真
身

.相

ハ在
九
観

二是
故
二花
座
中

ニ
ハ不
説

一也
而
今
善
導
花
座
讃
中

二加
タ

ル真

形
弓事

ハ花
座

ハ別

.
,ア属
.弥
陀

'弥

陀
濁
坐
。
ル
花
座

一一故
也
疏

一
言
者
花

座

一

観

是
其
別
依
唯
属
弥

陀
佛
也
當
知
花
座
非
通
依

略濁
限

ル弥

陀
弓
之
義
ヲ
顕

.

..
頒

加
,
ル歎

と
述
べ
、
華
座
の
中
に
真
形
を
加
え
た
の
は
独
り
弥
陀
が
花
座
に
坐
す

事
、

つ
ま
り
、
第
八
像
想
観

「如
閻
浮
檀
金
色
坐
彼
華
上
」

の
経
文

に

基
づ
き
疏

「花
座
観
是
別
依
唯
属
弥
陀
佛
」
の
文
を
補
註
す
る
事
に

よ
っ
て
、
花
座

は
独
り
弥
陀
に
限
る
の
で
通
依
で
は
な

い
と
解
釈
し
て

　　
　

い
る
。

で
は
、
章
提
希
に
つ
い
て

「定
善
義
問
答
私
見
聞
」
(平
井
遺
文

一
一
四
頁
下
)
に
、

是

以
経

二云
佛
告

章
提
希

欲
観
彼

佛
者
當
起
想
念
等
因
佛
力

一見
佛

一云

ヘ
ル文

.

中

二
謂
花
座

」之

心

ハ然

二
.
一.含
也
是

故
為
夫
人

一説
此
観

一文
中

二
兼
ヵ
悉
.為

衆
生

言
心
可
有
也
是

以
兼
為

之
心
必
然
ト
.一.有
繹
也

「必
然
有
繹
」
と
は
玄
義
分
出
文
顕
謹
門
に
示
さ
れ
る

「佛
告
章
提
汝

及
衆
生
欲
観
彼
佛
者
當
起
想
念
」
で
あ
り
、

「観
経
」
に
説
示
さ
れ
て

い
な
い

「汝
及
衆
生
」
が
善
導

に
よ
っ
て
補
註
さ
れ
て
い
る
の
は
、
つ

ま
り
、
華
座
観
が
説
か
れ
る
旨
は
夫
人
の
為
だ
け
に
限
ら
ず
夫
人
と
兼

ね
て
衆
生
言
心
に
あ
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
章
提
の
立
場
に
つ

い
て
証
空
も

「汝
及
衆
生
」
を
釈
す
る
に
致
っ
て

「章
提

二
告
グ
ル
ハ
、

即
チ
未
来

二
告
グ
ル
ナ
リ
」
(定
善
義
自
筆
紗
)
と
述
べ
隆
寛
が
衆
生
言

心
と
表
現
す
る
に
対
し
証
空
は
章
提
と
兼
ね
た
未
来
凡
夫
と

一
歩
前
進

し
た
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
章
提

の
得
益
に
つ
い
て

「極
樂

浄
土
宗
儀
」
巻
中
に
、

問
、

一
宗
意
於
二
断
無
明

一判

二無

生
忍

一何
慮
何
繹
乎
。
答
、
章
提
希
得
益

也
。

第
七
華

座
観
.
時

二見
二
空
中

三
尊

一得
二
無
生

忍

無

生
忍
者
即
是
往

生
也
。
若

坐
二蓮
台

一地
所

レ得
無
生

忍
為

二
凡
夫
位
.
無
生

一不
レ
可
レ
生
二
報
土

一、
今
得
二
無

生

一入
報

土

一、
當
レ
知
、
断
無

明
位

.得
無

生
忍
也

。
中
略
、
第
七
観

ノ
時
謹

二

得
往
生

一即
指
二
其
益

一名
為

二
得
無
生
忍

一。
又
、
以
レ
生
二
報
土

一名
為
二
往
生

一、

當
レ知
、
光
台
往

二佛

頂

}正
是
夫
人

二授

二初
住
無
生
記

一之
明
謹
也

。
(平
井
遺

文
二
四
頁
上
)

と
述
べ
、
章
提
の
得
益
は
第
七
住
立
空
中
に
得
無
生
忍
し
た
事
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
又
、
大
乗
人
と
し
て
断
無
明

の
報
土
の
機
に
相
応
し
た

章
提
は
光
台
の

「放
眉
間
光
」
よ
り

「還
住
佛
頂
」
に
よ
っ
て
既
に
初

住
無
生
記
、
つ
ま
り
、
大
乗
人
と
し
て
の
初
心
の
十
信
位
を
光
台
現
国

692



新
出

往
生
礼
讃
問
答
第
八
と
弥
陀
本
願
義
に
つ
い
て

(富

永
)

一
二

一

に
お
い
て
授
か
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
隆
寛

の
光
台
で
の

初
住
無
生
記
を
授
か
っ
た
と
す
る
解
釈
を
包
括
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

証
空
は
、
未
来
凡
夫
を
兼
ね
た
章
提
を
し
て
十
六
観
を
聞
き
終

っ
た
後

の
光
台

の
見
に
得
益
を
求
め
て
い
る
旨
を

「玄
義
分
自
筆
紗
」
に
示
さ

れ
て
い
る
。
隆
寛
の
章
提
と
兼
ね
た
衆
生
言
心

の
衆
生
を
大
乗
人
と
し

て
全
て
捉
え
る
べ
き
か
否
か
今

の
処
疑
問

で
は
あ
る
が
、
或
は
未
見
の

「玄
義
分
問
答
」
に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
あ
ろ
う
旨
が
推
知

で
き
る
。

結

以
上

「礼
讃
問
答
」
を
中
心
に
煩
雑
な
が
ら
華
座
観
に

つ
い
て
、
言

及
し
た
が
、
彼

の
初
著

「弥
陀
本
願
義
」
四
巻

の
末
に
玄
義
分
出
文
顕

謹
門
を
全
文
補
註
す
る
な
ど
証
空
と
同
様
善
導

の
深
意
を
領
解
し
よ
う

と
努
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

は
証
空
ほ
ど
観
門
に
よ
る
弘
願
顕

彰
絶
対
地
力
に
徹
底
し
き
れ
な
い
天
台
恵
心
流

の
立
場
が
窺
わ
れ
、
「礼

讃
問
答
」
(十
七
丁
表

・
西
山
禅
林
学
報
二
六
号
所
収
)
の
最
後
に
は
、
弥

陀

の
光
触
を
蒙

っ
て
い
る
念
佛
者
は
称
名
不
退
に
し
て
華
座
を
思
想
す

れ
ぼ
見
佛
の
益
を
蒙
り
、
称
名
不
退

の
益
、

つ
ま
り
、
本
願
所
成
に
よ

る
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
で
あ
る
旨
を
行
者
に
領
解
せ
し
め
よ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。
隆
寛
は
天
台
恵
心
流
を
基
調
に
し
て
法
然
浄
土
教
を
受
容

し
、
証
空
は
法
然
浄
土
教
学
を
基
調
と
し
て
天
台
教
学
を
修
学
し
た
推

移
に
よ
る
立
場

の
相
違
が
あ
る
に
せ
よ
、
初
期
法
然
教
団
の
過
渡
期
に

際
し
両
者
は
門
下

の
要
と
し
て
教
団
護
持

に
活
躍
し
、
又
、
法
然
存
命

に
も
関
わ
ら
ず
著
述
活
動
に
専
念
し
た
の
は
隆
寛
の
み
で
あ

っ
て
、
証

空
教
学
形
成

の
過
程
に
お
い
て
隆
寛
教
学
を
包
括
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も

一
言
付
し
て
お
く
。

1

「弥
陀
本
願
義
」
伍
所
書
写
本
願
義
四
巻
礼
讃
井
玄
義
分
問
答
十
帖
開
草

子
形
令
拝
見
之
所

(平
井
遺
文
集

・
一
二
七
頁
)

2

西
山
禅
林
学
報
第

二
六
号

に
所
収
。

3

「礼
讃

問
答
」

(
三
丁
裏
)
凡

,大
経
,
外

二無
観
経

一観
経
外

二無

大
経

一両

経

一
意
斯
言
誠
哉
価

不
可
有
遺
標
章

.～之
失
上
也

4

「定
善

義
問
答
私

見
聞
」

に
同
様

の
解
釈

が
見

い
出

せ
る
。

(平
井
遺
文

一
四
三
頁

上
)

5

「定
善

義
自
筆

紗
」
此

ノ
華
座

ハ
、
法
蔵
菩
薩
因
位

ノ
古
、
四
十
八
願

ヲ

起

シ
テ
此

ノ
願

二
乗

ジ
テ
永
却

ノ
修
行

ヲ
立

テ
此

ノ
修

因

二
酬

ヘ
テ
得
給

ヘ
ル
果

ナ

レ
バ
、
此

ノ
果
ノ
所
座

ノ
華

ハ
願

カ
ノ
所
成

ト
云

フ
ナ
リ
。
(西

山
叢
書
第
二
巻
八

三
頁
下
)
証
空
も
隆
寛
と
同
様

の
解
釈

が
見

い
出
さ
れ
る
。

6

「往
生

礼
讃
自

筆
紗
」
彼
華
ト
ィ

ハ
、
第
七

ノ
華
座
観

ヲ
指

ス
故

二
、
此

ノ
華
座

ハ
別
依

ニ
シ
テ

一
切

ノ
聖
衆

二
通

ハ
ズ

、
唯
弥
陀
佛

ノ
ミ

ニ
属

ス

ル
ヲ
モ
テ
弥
陀
独

座
顕
真
形

、
ト
顕

ハ
ス
ナ
リ
。

(西
山
叢
書
第
三
巻

=
二

七
下
)
と
示
さ
れ
証
空
も
隆
寛
同
様
善
導

の
意
を
そ

の
ま
ま
解
釈
し

て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

礼
讃
問
答
、

隆
寛
、
証
空
、
華
座
観

(佛
教

大
学
大
学
院
修
了
)
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